
郡遺跡発掘調査概報

― 中央道(名神高速道路)改築に伴う発掘調査 一

平 成 10年 3月

ё 茨木市教 育委員会
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は じ め に

大阪 。京都間に広がる三島平野の中央に位置するわた したちのまち茨

木市は、豊かな自然 とともに、古 くから北摂の中心地 として発展 してき

たことは、市内各地に原始 。古代か らの遺跡や古墳など数多 くの文化財

が現存することからもわか ります。

このような遺跡などの文化財は、現在に生きているわた したちへの先

人か らのメッセージであり、さらに未来の市民へ継承 していかなければ

ならない貴重な歴史遺産でもあ ります。

しか し、近年の本市域における開発は、今まで地下に眠つていた文化

財を顕在化 させ、また、少なか らぬ遺跡が消滅のやむなきにいたつてい

ます。

このため、本市教育委員会では、既知の埋蔵文化財包蔵地以外の地域

においても、共同住宅やマンションなどの建造物の建設については事前

に試掘調査を行い、積極的に遺跡の発見や記録・保護に努めてまい りま

した。今後 とも、遺跡などの文化財の保存・保護に、一層の努力をして

いく所存でありますので、ご理解 とご協力をお願いいた します。

今回、報告いた します郡遺跡 も、名神高速道路拡張工事に伴つて発掘

調査いた しま したが、弥生時代の堅穴式住居跡が焼失 した状態などの検

出があ り、貴重な資料を得ることができま した。

この概報が、わた したちの先人の生活を知るうえで、少 しでも役に立

てば幸いに存 じます。

あとになりま したが、今回の発掘調査および本書の作成にご指導 。ご

協力いただきま した皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成 10年 3月

茨木市教育委員会

教育長 村 山 和 一





例    言

1、 本書は、平成 7年度から平成 8年度に日本道路公団大阪建設局茨木工事

事務所より、名神高速道路改築に伴なう郡遺跡発掘調査の依頼があり、本

市教育委員会が調査を実施 した発掘調査の概要である。

2、 調査は、本市教育委員会社会教育部社会教育課主事宮脇薫が担当者とし

て実施 した。

3、 調査資料の整理は、茨木市立文化財資料館において行つた。

4、 調査においては、日本道路公団大阪建設局茨木工事事務所、大豊建設株

式会社 。松尾建設株式会社企業体のご協力をいただいた。

5、 写真測量の実施にあたつては、アジア航測株式会社が行つた。

6、 調査に伴つた記録及び出土遺物は、茨木市立文化財資料館に保管してい

る。

7、 本文編集及び執筆は宮脇がおこなつた。
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圭早 郡遺跡の立地と環境

大阪府茨木市は、大阪府の西北部に位置 してお り、東部は高槻市、南は摂津市、南西部は吹田

市、西部は箕面市、北西部は豊能郡豊能町、北部は京都府亀岡市に接 してお り、市域は東西約

10km南北約17kmの南北に長い長方形をなしている。北都は老ノ坂山地、南部は大阪平野の北の三

島平野になつている。そ して南西都は千里丘陵が拡がつている。

郡遺跡の所在する、郡、上郡、五 日市緑町、上穂積、畑田町は茨木市域のほぼ中央部に位置 し

てお り、中央部を東西に名神高速道路が横断している。北から東南には、勝尾寺川が流れてお り

遺跡の東限になってお り、西は千里丘陵が拡がつている。千里丘陵の裾野を南北に大阪道 (亀岡

街道)が縦断 している。南を府道吹田高槻線 。国道171号が南から東を通過 している。

郡遺跡の東を流れている勝尾寺川 と安威川に挟まれた、老ノ坂山地の山麓に北から拡がる洪積

台地に耳原遺跡がある。耳原遺跡は、縄文式上器や石鏃が採集 されてお り、遺跡が存在すると考

えられ、昭和37年に名神高速道路が通過することになり調査を実施 された結果、多くの弥生式土

器が出土したが明確な遺構を確認することができなかつた。また、昭和53年には小学校建設に伴

つて調査され、弥生式土器等が出上したが遺構は確認できなかつた。 しかし、昭和54年に台地の

東端部の宅地開発に伴 う調査では、縄文時代晩期の深鉢を用いた墓が16基検出された。他に縄文

時代の石鏃が50点 以上、石冠、石剣の石器が出上 している。また、同調査から、弥生式前期の

壺、鉢を多数出土 した土坑も検出され、縄文時代から弥生時代の移行を考えるには興味ある調査

であつた。それ以後の調査により、縄文時代晩期から中世までの複合遺跡であることが確認 され

ている。遺跡の北を西国街道を東西に横断してお り、奈良時代の遺構も検出されていることもあ

り、耳原遺跡の所在する台地に隣接 した南の平野部に上野とい う地名があり「続 日本紀」の摂津

国鳴下郡の植村駅の推定地の一つと考えられる。

郡遺跡の西南の千里丘陵の山麓には、名神高速道路の建設時に発見された上寺山古墳がある。

上寺山古墳は、調査された結果、地山を長さ5メ ー トル、幅 3メ ー トル、深さ1.3メ ー トルの長方

形に掘 り、その内部の四隅に柱を4本立て、その柱の間を丸太で密に立て並べて部屋を造 り、外

を上で塗 り固められた埋葬施設を持ち、焼成された窯塚古墳 と呼ばれる古墳である。埋葬施設の

南側に炊き口を兼ねた入 り口から遺骸および副葬品が入れ られる。墓室の調査から、棺数から二

回の埋葬があ り、同時でなくある程度の時間をおいて埋葬 されたと考えられる。出土 した遺物

は、須恵器・土師器・鉄刀・鉄鏃・鉄刀子 。鉄製馬具・紡錘車であり、炭化 した棺材の一部 と棺

に使われた鉄釘が見つかつている。それ らのことから、六世紀後半に造 られた古墳である。

上寺山古墳の近くに、同じく名神高速道路の建設時に発見された見付山古墳がある。調査され
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1.郡遺跡 2,中 河原遺跡 3 耳原遺跡 4.倍 賀遺跡 5.春 日遺跡 6.穂 積廃寺跡 7.上 寺山古墳

8.見付山古墳 9.郡 山遺跡 10.耳原古墳 11.海北塚古墳 12 南塚古墳 13.青松古墳 14.紫金山古墳

15.新屋古墳群 16.西福井遺跡 17.安威古墳群 18.真龍寺古墳19.将軍山古墳 20.安威遺跡 21.上中条遺跡

22.駅前遺跡 23.太田茶臼山古墳 24.太 田遺跡25,総持寺遺跡 26.溝杭遺跡

挿図 1 周辺の遺跡分布
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た結果、横穴式石室を持つ後期古墳である。石室は南に入 り口を持つ両袖式の石室であり、玄室

長 3メ ー トル、幅1.2メ ー トルで、天丼部は削平されていた。石室の内部に、疑灰岩製組合式石棺

の四枚の底石 と両小 日の石が残存 していた。須恵器・土師器・鉄製馬具・刀子・金環が出土 し

た。上寺山古墳、見付山古墳の両古墳は名神高速道により消滅 した。

郡遺跡の北の老ノ坂山地の山麓の高槻市、茨木市の三島平野の北部の地域は、西は茨木市紫金

山古墳から東は安満山古墳に至るまで各時期の数多くの古墳が築造されている。

茨木市内においては、勝尾寺川、茨木川に挟まれた地域での前期古墳では、12面の鏡や石釧車

輪石などの碧玉製腕飾類、玉類、鉄父1・ 農具等はじめとする鉄器類の副葬品が出土 した全長102メ

ー トルの前方後円墳の紫金山古墳がある。後期古墳には、径20メ ー トル余 りの、横穴式石室を持

つ円墳の青松古墳、全長50メ ー トルの前方後円墳で片袖式横穴式石室に組合せ式の長持形石棺お

よび家形石棺を持つ南塚古墳、古墳を覆 う封土が失われ横穴式石室が露呈しているが、明治42年

及び昭和10年 に多くの副葬品が出土したので大阪府の史跡に指定されている海北塚古墳がある。

その他、新屋古墳群がある。

茨木川 と安威川に挟まれた地域には、前期の全長 107メ ー トルの前方後円墳の将軍山古墳があ

り、後期には横穴式石室に家形組合せ式石棺 。家形今」抜式石棺を持つ耳原古墳、片袖式の横穴式

石室を持つ将軍塚古墳がある。また前期から後期までの安威古墳群、後期の真龍寺古墳群があ

る。安威川の左岸の低位段丘には、全長226メ ー トルの前方後円墳の太田茶臼山古墳があり、最近

の調査の結果、段丘の南縁にすべての盛上が後世に削平された古墳時代中期の古墳群が見つかつ

ている。

郡遺跡の、西に隣接 して穂積廃寺跡があり、所在が推定されている地域において、数度の調査

がなされ、飛鳥時代の瓦が出上しているが、寺域は確認 されていない。

また、北西の千里丘陵の北端の東斜面にも弥生時代から鎌倉・室町時代の中河原遺跡がある。

東の春 日、西田中町の一帯には、弥生時代から古墳時代の集落遺跡の倍賀遺跡があり、その南の

春 日五丁 目の春 日神社には、鎌倉時代の作 といわれて、国の重要文化財 (工芸品)に指定されて

いる石燈籠がある。南西の中穂積一帯には、弥生時代から鎌倉・室町時代の集落遺跡の春 日遺跡

があり、昨年度の調査では後世に削平された古墳も見つかつている。

郡遺跡の北端には、巡礼道が北東から北西に横断してお り、また北東端部の茨木川には、巡礼

橋があり西国22番札所総持寺と23番札所勝尾寺の巡礼に利用されたと想われる道が通過 してい

る。
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第 2 工早 調査に至る経過

名神高速道路 (中 央自動車道西宮線)は東京オ リンピックが開催 された年の前年の昭和38年

に開通 した我が国初めての本格的な高速道路である。関東圏と関西圏を結ぶ 自動車道の大動脈

線であ り、近年の自動車の増加 と共に交通量が著 しく増加 したことにより、京者卜南インターチ

ェンジと吹田インターチェンジの間において交通渋滞を起こすことになり、高速道の本来の機

能が失われ、この現状を解決すると共に今後予想 される交通量の増加にも対応するために、片

道 3車線化する拡幅工事が計画 された。

今回計画 された京都南インターチェンジ、吹田インターチェンジ間には、現代の名神高速

道の建設時から多くの埋蔵文化財が存在することが しられていた。名神高速道路拡幅事業計画

は昭和57年に計画決定されたが、その拡幅事業の計画決定を受けて、文化庁、関係府教育委員

会 と日本道路公団の間で拡幅事業内の埋蔵文化財の取 り扱いが協議 された結果、文化財の保存

等にたい しては、十分に配慮する必要があると合意 された。この合意をふまえて拡幅事業計画

の大阪府域の当該市町教育委員会・大阪府教育委員会 と日本道路公団大阪建設局の間で、遺跡

の取 り扱いについての協議が重ね られ、予備調査や拡幅工事計画地の現地踏査等をす るなか

で、約40か所の埋蔵文化財包蔵地が確認 された。確認 された約 40か所埋蔵文化財包蔵地の取

り扱いについては拡幅工事事業に先だつて発掘調査を実施することになつた。

埋蔵文化財が確認 され、調査の必要がある埋蔵文化財包蔵地が、大阪府下 2市 1町にまたが

り埋蔵文化財の包蔵地が40カ 所 と調査面積が広 く、調査期間も長期にわたることから、発掘調

査の実施に伴 う調査方法や調査費用の積算等の対応の統一が必要となった。

このようなことから、大阪府・茨木市・高槻市・島本町教育委員会が共同で調査を実施する

ことにな り、それぞれの教育委員会から専門職員を派遣 して、調査会を設立 し、発掘調査を行

うことになつた。

この結果、平成 2年 H月 に 「名神高速道路内遺跡調査会」が設立されて、発掘調査が実施 さ

れ大阪府三島郡島本町東大寺 8・ 4丁 目に所在する水無瀬荘跡遺跡から調査が実施 された。

今回の拡幅工事事業地内の大阪府茨木市郡 。上郡 。上穂積に所在する郡遺跡は、現在までに

茨木市教育委員会によつて、調査が継続的に実施 され、調査の成果も蓄積 されている。また郡

遺跡は摂津国鳴下郡の郡衛の推定地でもあり、今後茨木市域の歴史を解明するためにも重要な

遺跡であり、そのような事情により、郡については茨木市教育委員会が調査主体 となり調査を

実施することになった

この結果、茨木市教育委員会が 日本道路公団大阪建設局茨木工事事務所 と協議 を重ねた結

果、平成 7年度および 8年度に発掘調査を行い、平成 9年度に整理作業を行 うことになった。
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調査は、現道路の通行の確保に伴 う交通規制の問題、用地買収等から13(1-13)調 査区

を分け、さらに 2調査区で 2-1・ 2-2・ 2-3・ 2-4調 査区、 6調査区で 6-1・ 6-2

調査区、 8調査区で 8-1・ 8-2調 査区、 9調査区で 9-1・ 9-2・ 9-3調査区と20調

査区を設定 して調査を実施 した。 (挿 図 2)

1調査区では、隣地 と現高速道路の関係から、橋脚部分のみの調査を行つた。 しか し、橋脚

1-3は 、現高速道路の建設時に地山が大きく削平 されていて、遺構を確認する事ができなか

った。

6-1、 6-2、 9-1、 9-3、 10調査区でも、地山の削平により遺構を確認すること

ができなかつた。

2-1、 2-2、 2-3、 2-4、 3、 4、 5、 11、 12調査区においては、遺構面が深

いことか ら、安全のために鋼矢板を用いた土止めを行つて調査を実施 した。

調査は盛土、現耕作土および床土をバックホーを用いて排土を行い、その後人力によつて掘

削、遺構検出を行つた。

基本層状は、盛土、現耕作上、床上、包含層 とな り、黄色粘土層の地山が拡がつている。

沢I量 は、 1調査区を除いて、レッカーによる写真測量行つた。
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第 3章  調査の結果

1調査区

1調査区は、国道171号 と茨木川に挟まれた上り線拡幅部分の調査区である。隣接地の関係で橋

脚部分のみの調査であつた。西から橋脚 1と して調査を実施 した。

橋脚 1～ 3は国道 171号 の内にあり、すでに地山が削平されていて、包含層及び遺構は検出さ

れなかつた。

棒調却4

検出した遺構は、径が10～25cmの 円形の柱跡、辺が40～ 50cm方形の柱跡。途中で切れた状態で検

出した幅約 5 cm、 深さ7-10cmの溝が 2条であつた。柱跡、溝の時期は特定できる遺物は出土しな

かったが、古墳時代から奈良時代と考えられる。

橋脚 5

調査区の東部分の一部が削平されていた。径が10～ 25cmの 円形柱跡、及び辺が40～50cmの方形の

柱跡、途中で切れるが幅が約 55cm、 深さ7-9 cmの 溝も検出した。時期の確定する遺物は出土

していないが、古墳時代から奈良時代と考えられる。

橋脚 6

検出した遺構は、径が10～25cmの 円形の柱跡で、古墳時代から奈良時代と考えられる。土坑-1

は、短辺が約42cm、 長辺が約 l m9ocmの 隅が丸い形の上坑である。

橋脚 7

検出した遺構は、径が10～ 25cmの円形をした柱跡のみで、明確な時期は特定できない。

梓朝却8

検出した遺構は、径が10～26cmの 円形をした柱跡、及び辺が40～ 50cmの方形をした柱跡で、明確

な時期は不明である。

標調却9

後世に攪乱されてお り、検出した遺構は、径が10～ 25cmの 円形をした柱跡のみで、明確な時期は

特定できない。

橋脚10

調査区の両端は、攪乱され、検出した遺構は、径が10～ 25cmの 円形をした柱跡のみで、

明確な時期は特定できない。

-7-



2-1調 査区

検出された遺構は、径が10～ 25cmの 円形をした柱で、明確な時期は不明である。

溝 1は、幅35cm、 深さ15cmの規模であり、調査区のほぼ中央を北西から南西に横断し

ている状態で検出された。時期は出上した遺物から6世紀後半と考えられる。

竪穴住居跡 1は、焼失した状態で検出された。辺が4.7mの 隅丸の方形の4本柱住居跡であ

る。住居内の覆土から出土した、遺物ということで弥生中期後半から後期の時期と考えられる。

竪穴住居 2は、調査区の関係で不明であるが、径が6.7mの 円形の住居跡で、 3本の柱跡を

検出されているので、4本柱であると考えられれる。

堅穴住居 3は、 3辺の周溝のみの検出で、一辺が、3.7m小 さな方形の住居跡である。

竪穴住居 4、 5は周溝のみの検出であり、竪穴住居 4は径が4.2mの 円形であり、竪穴住居 5は、

7.2mの 円形の住居であり、住居 5は、住居 4の立て替えと考えられる。竪穴住居 2～ 5

の時期も竪穴住居 1と 同時期と考えられる。

調査区の南西の隅で、方形をした浅い及び周溝を持つ土坑検出されたが、この上坑も竪穴住居と

考えられる。

2-2、 2-3・ 4調査区

略

3調査区

調査区の、東半分以上は、調査前の建築により、大きく削平されており、昭和に造られた野井戸

2基検出されたのみであつた。東端部においては、旧の茨木川の流路と考えられる地区もあつた。

調査区の西では、径が10～ 25cmの 円形した柱跡、及び辺が40～50cmの方形の柱跡が検出された。時

期は、古墳時代から奈良時代と考えられる。

4調査区

西が高く東に低くなている。遺構が検出されたのは、遺構面の高い部分のみであり、さらに、調査

前の建築により、大きく削平されており、検出された遺構は、井戸が 2基、溝が 2条のみであつた

井戸 2は調査区の関係で、全体は検出されなかつたが、井戸 1、 2は径が2.7m、 深 さが12mの

規模の素堀の井戸である。出土遺物から近世と考えられる。

溝 1、 2は、調査区の西半ではば並行に北西から北東に流れている。溝 1は幅が2,7m、 深さ

45cm、 時期は出土遺物から近世と考えられ農業用灌漑水路と考えられる。溝 2は幅が45cm深 さ

25cm、 時期は出土遺物から平安から鎌倉の時期と考えられる。
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5調査区

調査区の西が 1段高くなつている。調査区の南の低い部分はかつて染め物工場あつたと言われ

てとお り其の遺構が検出された。

調査区の西都では不定形をした土坑検出されたが、時期は不明である。

6調査区

調査区を東西の横断するように、溝が 2条検出された。近世の農業用灌漑水路である。

7調査区

調査区を西北から東南に横断する溝 2条を検出 した。小さな谷筋が溝になつたものと考えら

れる。柱跡 と土坑検出されたが、性格、時期は不明である。

9調査区

調査区の、ほぼ中央に大きな谷を検出されたのみであつた。

11調査区

辺が、 7m以上の方墳の周溝が検出された。周溝から円筒埴輪・家形埴輪及び 6世紀後半の

須恵器が出上 した。主体部は検出されなつかた。

12調査区

径が、15-30cmの 円形の柱跡が検出された。時期は古墳時代か ら奈良時代 と考えられる。土

坑も検出されているが、性格、時期は不明である。

13-1調査区

径が20-35c mの 円形の柱跡が検出された。時期は古墳時代か ら奈良時代 と考えられる。井戸

1は径が2.5m、 深 さ90cmの規模であり、時期は奈良時代 と考えられる。溝 1は、幅10cmと 幅が狭

く、深 さ4 cmと 浅いところから、また円形を呈 していることから竪穴住居の周溝 とも考えられる。

また、溝 2か ら弥生 3様式の壷が押 しつぶ された状態で検出された。

13-2調査区

調査区全体に、径が15-35cmの 円形の柱跡が検出された。時期は、古墳時代か ら奈良時代 と考

えられる。
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第 4章 お わ り に

今回の調査は、郡遺跡の北部を西から東に横断するような調査であった。そのようなことか

ら郡遺跡の北部における遺跡範囲の西および東端を知ることになつた。東側においては、現在

より茨木川が西に流れがあつたか、あるいは川幅が拡がつていたと考えられる。西は千里丘陵

の裾野端まで広が り、裾野部においても集落が一部拡がつていたことが確認 された。 6調査区

で、検出された灌漑用の水路でわかるように、近世時期には棚田ではあつたが水田として利用

されていたことが明確になつた。 7・ 8調査区は、調査前は田であり、今回検出された谷を埋

めて田として利用 されたのが近世の時期で、水田として利用 されていたと考えられ る。

過去の調査では、弥生時代の方形周溝墓や溝などが検出されていたが、集落の位置は不明確

であった。今回の調査により茨木川の自然堤防上に竪穴住居 5棟 あるいは 6棟検出されたこと

でその一端が知 られるようになつた。また、弥生時代中期後半から後期の焼失住居が検出され

たことにより、各地で見つかつている焼失住居についていわれている争乱を考える一資料を提

供するものであつた。

今回の調査で、 6世紀後半の削平されている古墳が見つかつたこと、また、春 日遺跡でも同

じような削平 された古墳が見つかつていることから、千里丘陵の山麓端の平地部にはまだ多 く

の古墳があるものと考えられ、千里丘陵に点在 している上寺山古墳、見付山古墳 との関係をも

考えられることができる。

また、大坂道より東の地域に、古墳時代から奈良時代の時期の柱跡が見つか り、この地に古

墳時代か ら奈良時代にかけて集落が営まれていたことが明確になつた。この時代は、穂積臣の

豪族の時代か ら律令体制への時期であり、郡遺跡が郡衡の推定地でもあり、激動時代の変化に

伴つて集落の変化を考えられる集落遺跡である。 しかし、今回の調査では、建物 として捉える

ことができなつかた。
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